
























 日本にお て警察組織は二分されている。都道府県警察（Prefectural Police Forces）と





 都道府県警察は、合計 47 あり、職員数 1,500 人以下から、40,000 人を超えるものもある。 










































































































 1946 年、初めて 63 名の女性警察官が警視庁において採用されたiii。しかし、その権限や
配置は制限されていた。女性は交通部門でのみ採用されるなどの運用が通常だった。男性
警察官と同等の権限を行使する女性警察官の採用が一般的になったのは1990年代に入って








































 警察組織本体において女性の参画はまだまだ進んでいるとは言えないが、関連組織であⅲ http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/about_mpd/shokai/women/saiyo_kakudai.html　警視庁ホームページ 2,018年11月30日確認
ⅳ この目標は2018年秋現在、大阪府警察など、複数の警察で達成されている
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　警察組織本体において女性の参画はまだまだ進んでいるとは言えないが、関連組織である公安委員会では状況は異なって
















る公安委員会では状況は異なっている。都道府県公安委員会は定員 3 名から 5 名、国家公






















ⅴ 例えば、Johnston, K., and Houston, J., (2916) “Representative bureaucracy: does female police leadership affect gender-based violence 
arrests?” 
 International Review of Administrative Sciences, 
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2015 年夏に職員数 1 万人以上の都道府県警察において実施した調査票調査は、警部以上

















察官にとって辞職は決して珍しいことではない。2013 年には約 26 万名中、3,250 名が自己
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察官にとって辞職は決して珍しいことではない。2013 年には約 26 万名中、3,250 名が自己














































































































の 4.2％はやや反対、男性の 2％は反対と回答している。 
また「警察組織は女性警察官を必要としているか」との質問に対しては、女性の 29％、













































































































答をまとめたものである。すると、男性警察官は平均して、男性は 6.4 部門、女性は 5.6 部
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